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Résumé 


The author obtained some ectoparasitic trematodes from marine fishes, which belong to 
the Family Tristomidae, Octocotylidae, Microcotylidae. Tristoma magronum and Tristomrn 
katsuwonum are two new species of Tristomidae; Dacetylocotyla minor is a new species of 
Octocotylidae; Azine seriola, Pseudtiyine katswuwonis, Pseudcazine vagans and Gotocotyla sownre 
are four new species of Microcotylidae. 

The author erected a new genus Gotocotyla, which resembles to Micerocotyta but differs 
from it by having marginal hooks on the posterior end oi the body. 


海水 魚類 の 外部 寄生 性 吸 細 類 包 ち 斉 殆 類 (Mfonogenea) に た 局 す る 吸 唆 類 の 検索 を 行 つ た 所, 
8 種類 の 新 明 刀 を 検出 し た の で , 交 側 曽 記載 せん と する も の で ある 。 本 研究 は 五島 先生 
の 御 指導 に よる と と を 附 記 し た い 。 

之 等 の 忠 紀 は , Tristomidae, Octocotylidae, Microcotylidae の 8 科 到 配 せ ら る ぺき も の で あ 
つて , Tristomidae 共和 於 て は 2 種 , Octocotylidae 抵 於 て は 1 種 , Microcotylidae 区 京 て は 5 竹 
の 新種 を 得 を た 。 此 中 に mierocotyidae に K 属 する も の で , 従来 の Genus 記 配 し 得 な いる も る の 5 
種 あ る を 知 つ た 。 之 に 1 新選 を 設け て Gotocotyia n. g. と し 五島 先生 の 記念 と し たい 。 

Family Tristomidae 
Tristoma magronum n. sp. 

本 吸 雷 は マグ ェ Thunnus orientalis の 包 世 寄生 せる も の で ある 。 

形態 : 生長 彫 形 , 局 王 の 吸 門 で , 前 端 に 2 個 , 後 端 選 1 偏 の 吸 毅 を 有する 。 前 吸 磐 は 由 
の 先端 の 諾 右 区 相 軸 し て 位 し , 後 明 毅 は 蟹 の 性 端 中 央 に 位 し て 居る 。 後 吸 毅 は 前 吸 毅 ょ り 笑 
か に 大 きい 、 骨 の 長き は 約 7.0mm, 最大 編 は 約 55mm ある 。 尊 明 毅 は 椅 周 形 で 紅 第 が 0.912 
ー0.996mm あり , 後 吸盤 は 園 形 で 委 1.57? 一 1.776mm ある 。 後 吸盤 は 隔壁 に ょ つて 中 心 賠 
形 の 吸 日 , 周 園 は 7 個 民 分 せら れ て 居る 。 中 心 吸 口 の 後部 1 圭 の hook を 具 へ て 居る 。 
Hook の 長 さ は 約 0.29mm で 最大 妨 は 0.05 一 0. 058mm で ある 。 細 端 は 突 つて 居る 。 

消化 器 : 前 吸 比 の 中 問 後方 と 卵 集 と の 間 I ロ が ある 。 分 咽頭 の 前 方 中 央 区 口 が 開い て 
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居る 。 咽頭 は 「 カ ッ プ 」 型 を 呈し 前 方 は 開き 後方 は 狭く な つて 居る 。 前 方 の 横 重 は 約 1.26mm, 
縦 彼 は 1.828mm ある 。 之 よ り 直 ち 雨 腸 枝 に 分 岐 し , 準 克 集 園 の 外側 紙 溶 ふ て 人 後方 多 坪 
る 。 腸 管 は 樹 枝 状 の 分 枝 を 出し て 居る 。 ' 

生殖 器 : 雌性 生殖 器 一 卵 
巣 は 中 央 郭 咽 の 頭 後方 に あ 
り , 形 は 卵 形 で 縦 径 は 約 
0.581 mm, 横 径 約 0.764 mm 
あり , 之 よ り 出 友 輸 卵 管 は 生 
殖 孔 に 至る 。 此 間 に 受 精 義 及 
が 卵黄 貯 本 より の 管 を 合 し て 
ゐる 。 受 精 王 は 前 方 腫 北 に 開 
く 管 を 有する 。 膝 北 は 生殖 北 
の 後方 K 於 て 開 孔 する 。 葬 次 
巣 は 骨 の 雨 側 で 遇 丸 の 外側 に 
於 て 前 方 は 前 吸 毅 の 後方 が 
ら , 後方 は 後 吸 毅 の 前 盾 に を ま 
で 及ぶ 部 位 に 質 が つて 充 清 し 
て ゐる 。 

訂 性 生 殆 器 一 回 丸 は 小 球形 
で 多 敷 よ 5 成る, 基 径 は 0.099 
ー0.183mm あり 。 其 集 園 は 骨 irene PS 
の 中 央 部 を 占め て 居る 。 掌 丸 
か ら 出 た vas deferens は 卵巣 
の 左側 を 洋上 曲 し て 之 の 前 側 洛 ふ て 右 方 走り , 卵 清 の 右端 より 策 外 方 で 屈曲 し て 再び 左 方 
iC 向 ふ 。 此 屈曲 部 位 附 近 に て 管 は 策 膨 隆 し て 畑 状 を 呈す る 。 此 管 が 卵 旬 の 左 絵 よ り 外 方 に 出 
で た 所 於 て 管 は 甚だ し く 振 轄 し て 外形 は 衰 状 を 呈し て 居る 。 之 は 更 て 骸 の 前 方 に 向 つ て 走 
り , 左側 前 吸盤 の 策 後 方 に て 生殖 孔 l と 開く 。 

Tristoma katsuwonum n. sp. 

本 吸引 は 本 邦 産 カツ Katsuwonus vgdns の 急 に 寄生 せる も の な り 。 

形態 : 略 卵 形 応 て 普 方 は 征 幅 狭く , 後方 は 幅 廣 く な る 。 角 の 長き は 約 3.9mm, 幅 は 約 
1.99mm (最大 部 ) あり , 乾 の 前 端 南側 1 敵 の 前 吸 融 あり , 帳 の 後 端 は 1 個 の 後 吸盤 を 有 
する 。 前 吸 胡 は 幅 0.232 一 0.249mm あり , 比較 的 敏 器 な る 構造 に て 後 明 可 は 之 よ り 強 回 な る 
構造 を 有 し , 其 継 径 は 約 0.365mm あり , 横 径 は 約 0.531mm あり 。 後 吸 毅 は 骸 の 後 端 よ り 柄 
様 の 突起 より 突 思 し た 部 位 K 附 着 し て 居る 。 該 吸盤 は 後 弱 な る .chitin 質 の 隔壁 に よ つて 忠 
央 吸 品 及び 周 間 の 7 展 割 分 れ て 居る 。 吸 懇 の 中 央 部 位 C 1 封 の hook を 有する 。 共 長き は 
0.1116--0.183mm あり , 最大 幅 は 0.017 一 0.019mm あり , 細 端 は 失 つ て 居る 。 

泊 化 器 : 口 は 骸 の 前 よ り 策 後 方, 雨 前 吸 毅 の 中 央 後方 に ある 咽頭 内 に 開く 。 咽 頭 は 比 
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Fig. 1. Tristoma maguronum; dorsal Yiew. 
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- 較 的 大 に て 前 方 は 幅 廣 く 後記 は 狭く な つて 漏 闘 級 を 星 する 。 其 径 は 約 0.581inm あり 。 腸 は 咽 
頭 の 後 弥 に て 直 ち 雨 枝 分 れ , 何れ も 時 丸 の 雨 仙 に 洛 ふ て 後方 に 走り , 腸管 は 身 枝 秩 分 
上 岐 し て 卵黄 巣 間 に 入る 。 - 

生 殆 器 : 雄 性 生殖 器 一 山丸 は 小 球 其 に て 径 
は 0.116 一 0.1883mm ある 。 其 敷 は 約 40 個 あり , 
表 の 中 央 部 位 集 園 し て 存する 。 之 + ょ b 出 だ る 
yas deferens 詩 錯 巣 の 左側 より 前 方 抱 立 頭 し て 
右 方 向 つ て 走り , 卵巣 の 右 細 の 稽 外 方 記 座 て 
四 曲 し て 再び 左 方 た 向 ふ 。 此 部 位 区 座 て は 管 は 
生 胎 隆 し て 論 状 を 呈す る 。 更 区 管 は 卵 涯 の 左 繧 
部 位 ょ り 前 方 
方 向 を 絡 じ 
て , 税 曲 し つ 
つ 走 り , 咽頭 
の 中 央 都 左側 
に 於 て 坦 の 左 
側 紅 くに て 
生殖 北 に 開口 
する 。 vt 

Fig. 2. Tristoma Eatsuwonunm; dorsal view ni 

. ' "一 期 巣 は 江 丸 

の 集 園 の 直前 中 央 部 位 に あり , 略 靖 園 形 を 呈し て 居る 。 此 

大 さ は 継 径 約 0.266mm, 横 径 約 0.8315mm あり 。 久 湿 より 
出 た 管 は 前 方 と 向 つ て 和幸 曲 し つ ょ 走り , 生 殆 孔 に 至り 開く 。 

此 凍 た 於 て 卵黄 較 管 及び 受精 姜 よ り の 管 を 合 する 。 受精 三 
は 罰 業 の 左前 方 近 位 し 卵 球形 を 呈す る 。 其 長 衝 は 約 0.166 

mm, 短 冬 約 0.141mm あり 。 之 ょ b 前 方 向 つ て 管 出 で 膝 

所 に 連 る 。 用 孔 は 生殖 北 の 後方 に て 開口 し て 居る 。 卵 功 貯 

壮 は 卵巣 の 直前 に ある 。 画 黄 巣 は 租 の 陳 借 嘩 丸 の 外 部 及び 

後 側 の 部 位 を 充 た し て 存 し 前 方 は 咽頭 の 後 夫 区 迄 達する 。 

Family Ocetocotylidae ' 


Vt 


Dactylocotyla minor n. sp. 


本 識 は マグ ョ Thunrwus orientatis の 前 尼 寄生 する 極め て PS 
小型 な る 中 点 で ある 。 KH 

形態 : 油 は 細長 で 接 方 の cotylophore は 生長 き 策 様 に Fig. 3. Dactylocotyla minor; 
な れる 帳 に に ょ つて 轄 つて 居る 。 Cotylophore は 後 端 は 稽 膨 dorsal view. 


隆 し 凌 形 を 呈し, 後 端 は 失 が つて ゐる 。 境 の 長 さ は 約 415 一 4.48mmm, 最大 幅 は 0.49 一 0.52 
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mm あり . 骨 の 前 端 Cc ロ が あり , 此 雨 側 iC 1 圭 の 吸盤 が ある 。 構 園 形 を 呈し , 共 長 径 は 0.072 一 
0.075mm,。 短 径 0.083 一 0.042mm ある 。 Cotylophore の 雨 側 iC 2 列 C 4 個 宛 の 後 吸 毅 が 並ん で 
民 り . 之 は 短 き 精 に よ つ て 突出 し て 居る 。 之 の 大 さ は 略 同 大 で あり , 其 径 は 0.058 一 0.066mm 
ある 。 各 吸 毅 は hamework を 有する 。 十 側 吸 磐 の 最後 部 吸盤 の 中 間 に て cotylophore の 最後 
端 の 失 が れる 部 位 た に 大小 2 圭 の hook が ある 。 大 な る も の は 長 さ 0.116 一 0.125mm, 小 な る 
も の は 0.020 一 0.024mm ある 。 
消化 器 : 

ロロ は 前 の 先端 0S 8k> 8 
に あり , 炊 k Se 
咽頭 が ある 。 
咽頭 は 晶 吸 毅 
の 中 間 後 方 に 
あり 略 球 形 を 
呈す る 。 そ の 
笠 は 0.042 一 
0.049mm ああ 
り 。 茨 食道 


に 連 る 。 共 長 

を 9 
さき は 約 0.216 Fig. 4. Terminal hooks and 
mm あり 。 之 framework of posterior Sucker 


が 雨 腸 和 枝 分 of Dactylocotyla minor. 


岐 す る 。 雨 腸 は 樹 枝 駄 の 分 枝 を 出し つ ゝ 後方 に 向 つ 
て 走り , cotylophore の 前 方 に て 盲 管 終 る 。 

生殖 器 : 中 性 生殖 器 - 一 卵巣 は 骨 の 略 中 央 部 抵 存 
在 し 馬路 形 を 呈し , 其 長 さき 約 0.38mm で , 之 より 出 た 
oviduct は 先 づ 受精 本 より の 管 及 び genitointestinal 
canal を 合 し , 茨 区 卵黄 寺 管 を 合 し て ootype と な 
る 。 之 は 更に 前 方 方向 を 韓 じ 子宮 と な り 生 殖 孔 
開く 。 子宮 肉 の 卵子 は 雨 端 に flament を 有する 。 贅 
子 の 大 さき は 長径 約 0.092mm, 横 径 約 0.032mm あ り 。 
卵 次 入 は 内 の 雨 側 CE あり , 前 方 は 生殖 孔 の 後方 より , 
後方 は cotylophore 近く に 至る 。 骸 の 中 央 部 に 於 て 
雨 側 卵 臣 業 よ り 出 で を る 管 は 中 央 線上 IC 於 て 相 合 し 
て 団 卵 管 に 注ぐ 。 ' 

訂 性 生殖 器 一 回 丸 は 卵 菓 の 後方 た 10 敷 個 の 小南 丸 Ffg. 5. Azine seriola; ventral view. 
の 集 園 よ りな り , 之 よ り 出 で た vas deferens は 前 方 抵 向 つて 直 曲 も つき 完 bp 生 殖 孔 開く 。 
生殖 孔 は 腸 分 岐 部 位 K 接 し て 位 し , 10 本 の spine を 有する 。 共 横 径 は 約 0.049mm ある 。 
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Family Mierocotylidae 

Axine seriola n. Sp. 

の リ eriojre guinqgueradiate の 角 に 寄生 する 。 

形態 : 民 静 は 第 形 を 呈し 甚だ 長く 約 15 一 20mm あり , 先 六 容 ち ず 後方 に 至る 区 従 ひ 
洒 誠 剛 く な る が , 帳 の 中 央 部 より 後方 は 殆ど 同様 な 幅 で ある 。 と の 部位 の 凡 は 大 暗 2.0mm 
あり , cotylophore は 明 形 開い て ゎぉ る が asymmetrical で ある . 此 cotylopnore の 蛋 締 応 後 
吸 毅 が 多 敷 1 列 に 並ん で ゐる 。 簡 の 先端 は 鈍 園 形 を 旦 し て 居り, 策 内 側 前 吸 右 2 個 が 相 
し て 存する 。 基 形 は 秩 園 形 で 長禄 は 0.216 一 0.249mm, 短 径 は 0.149 一 0174mm ある 。 後 吸 
は 其 敷 約 83 一 87 個 あ り , 之 は 2 分 せら れ て 居る 。 共 1 は 大 形 の 吸盤 が 多 敷 印 ち 28 一 28 個 
並び が, 他 は 沙 形 吸盤 が 9 又は 10 個 並ん を で ある 。 此 明 毅 の 大 形 の も の は 幅 が 0.495- 一 0.591mm 
あ る 。 各 吸 毅 は chitin 質 の framework を 有する 。 租 の 後 敵 区 は hook な し 。 

i 匿 の 前 端 の ロロ ょ 5 咽頭 を 経て 食 得 と な 

。 咽頭 は 小米 園 形 し て 其 縦 径 は 約 0.099mm, 岳 径 
066-0.075mm あり 。 食 道 は 0.918 一 1.046mm あ る 。 
食道 は 更に 両 腸 
枝 分 岐 し , 雨 
腸 は 卵 区 菓 内 側 
を 樹 枝 状 の 分 岐 

Fig. 6. Framework of posterior を 出し つつ 後方 

sucker of Asxsine seriola. Kk 向 つ て 走り 
cotylophore 区 入り , 性 端 印 も 右 方 の 部 冬 選 向 つ て 曲り 
青 管 に 終る 。 [ 

生殖 器 : 座 性 生殖 器 一 塁 丸 は 石垣 洪 を 呈し て 集 園 
を な し , 前 購 郎 の 後 端 中 央 部 を 占め て ゐる 。 基数 は 多 
表 記 て , 之 よ D 出 で を た vas dejierens は 前 方 同 つ て 幸 
b り , 演 曲 し つ ょ 生殖 孔 に 開く 。 生殖 孔 は 腸 の 分 岐 部 
佑 す る 。 生殖 孔 区 は spine を 認め ず 。 

忠 性 生殖 器 一 卵 涯 は 細長 代 し て 時 踏 形 を 呈す る 。 基 
長き は 2.49 一 5.82mm 区 し て 時 丸 の 集 園 の 前 方位 
す 。 較 卵 管 は 後 端 よ り 出 で 後方 向 ひ , 受精 本 及び 
genito-intestinal canal より の 管 を 合 レ し , 更に 政 黄 線 管 
を 合 し て 後 ootype と な る 。 此 周 園 に は 卵殻 明 細 胞 の GOT 
集 園 あり , 6 之 よ り 地 電 と な る 。 子宮 は 前 方 た 向 つ て 走 Fig. 7. Peeudaxine katsuwonis; 
. 多数 の 卵子 を 蘭 し て 生殖 孔 に 開く 。 I 

受精 王 は 卵 形 を 呈し 』 其 長径 は 0.882 一 0.865mm, 短 簡 注 約 0249mm ある 。 子宮 内 に あ る 卵 
子 は 其 一 端 ic 卵 装 を 有 し . 他 端 C 6lament を 有する 。 卵子 の 大 き は 長径 0149 一 0.166mm, 短 
科 0.088--0.099mm あり , 柱 更 人 色 を 呈す る 。 
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因 黄 巣 は 宜 の 志 側 に 於 て 前 方 は 膝 孔 の 後方 ょ り 後方 は 後 骸 部 の 中 央 ic 至る 聞 (C 豆 る 部 位 を 
充 た す 。 卵黄 輸 管 は 卵巣 の 前 方 策 離 れ を た る 筒 虚 CE 於 て 雨 側 より 出 で た る 管 が 相 合 し て 1 つと 
な り 人 後方 に 向 つ て 走り , 卵巣 の 中 央 部 を 通り て 較 卵 管区 注ぐ 。 叉 政 黄 巣 の 前 方 に て 耳 側 より 
出 で た る 管 は 膝 也 区 向 つ て 走り 相 合 す 。 膝 孔 は 卵黄 集 の 前 紛 部 中 央 に あり , 生殖 孔 と の 距離 
は 0.718 一 0.879mm 後方 ヒ に 在 る 。 共 形 は 財形 を 星 す る 。 

Pseudaxine katsuwonis n. sp. 

本 織 は カツ ッ ツラ Katsuwonus vagans の 鯉 に 寄生 する 。 

形態 : 先端 細く 後方 に 至り 幅 康 く な る 。 印 も 磁 は 吾 部 より 明か に 琶 別 せ られ る 。 Cotylo- 
phore は 総 れ に ょ つて 超 部 と 分 明記 な つて ゐる 。 Cotylophore は 詞 形 を 呈し . 後 朋 線 に 多 敷 の 
吸 航 を 有 し 乏 は 1 烈 に 並ぶ 。 科 の 尾 端 は 贈 の 側 方 に あ り 。 Cotylophoye は 斜 位 を 呈す る た め 
尾 端 は 側 方 に 侍 く 。 盤 長 は 約 8.0mm, 最大 身幅 は 約 3.0mm あり 。 和英 の 先端 に は 口 あぁ り , 此 
中 区 1 圭 の 吸 胡 あ り , 卵 形 C し て 長径 約 0.075mm, 短 衝 0.058 一 0.066mm あり 。 帳 の 後 端 
cotylophore の 居 締 な 約 24 個 の 吸 懇 が 1 列 i て 並ぶ 。 其 大 な 
る も の は 帆 第 約 0.199mm あり 。 各 吸 毅 に は chitin 質 よ り 
な る framework を 有 す 。 尾 端 は 此 cotrlophore の 左端 に 
し て 其 失 端 は 小 人 第 形 の 突起 を 成 し , 之 区 hook が 大 小 2 再 
あり 。 大 な る も の は 長き 約 0.03Smm, 小 な る も の は 約 Es 
0.02Smm あり 。 シル ニ ンー ピン 

消化 器 : 骨 の 先端 の 口 より 前 吸 毅 の 中 間 に 位 する 遇 頭 ーー 
に 至る 。 之 は 村 園 形 た し て 縦 僧 0.091mm, 横 衝 0049mm 
あり 。 之 より 食道 と な る 。 有 之 の 長 さ は 約 0.35mm あり , 之 
は 雨 腸 枝 分 れる 。 雨 勝 は 卵黄 巣 の 内 側 を 後方 に 向 つ て 走 
り , 途中 樹 枝 状 の 分 枝 を 出す 。 雨 腸 の 後 端 は cotylopone 中 
に 入り , 左 方 に 向 つ て 曲り, 印 ち 星 端 の 方 向 
に て 月 管区 終る 。 

生殖 器 : 中 性 生殖 器 一 卵巣 は 馬 踏 形 を 呈 
し 骸 の 略 中 央 部 中 央 線 の 左側 倍 す 。 其 長 さ 
約 2.98mm あり 。 卵巣 よ り 出 で た る 較 卵 管 は 
genito-intestinal canal を 合 し , 更 罪 葵 畔 管 
を も 合 し て ootype と な る 。 之 の 外側 多 は 卵 
毅 腺 細胞 あ り 。Ootype は 子宮 と な り 前 方 反 向 
つて 走り , 腸管 分 岐 部 位 の 後 締 に 位置 する 生 
殖 所 民 開 く 。 子 宮内 に は 卵子 を 蔵 す る 。 卵子 

の 雨 端 民 は flament を 有 す 。 卵子 の 長径 は 約 
0.216mm, 短 径 は 0.066mm あり 。 卵黄 業 は 
夫 の 雨 側 腸管 の 外側 ヒ あ り , 前 方 は 帳 の 細く Fig. 8. Terminal hooks and framework of 
な る 頭 部 より. 後方 は cotyloplore 迄 産 す posterior sucker of Pseudazine katsuwonis. 
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。 る 部 位 を 占 む 。 卵 牙 輸 管 は 外 巣 の 中 央 部 高 に 替 て 十 側 よ b 測 
Ga 2 で, 槍 の 申 央 部 拭 て 粗 合 し て 1 管 と な り , 後方 K 向 つて 起り, 
0e 較 卵 管 抱合 す 。 駐 前 方 の 管 は 卵黄 矢 の 前 方 部 位 ょ り 出 で , 坪 
管 相 合 し て 後 再び 分 れ , 骸 の 頸 部 雨 側 革 に て 開き 膝 孔 と な る 。 
礁 性 生殖 器 一 撃 忍 は 石 二 汰 抵 集 園 し て 後方 は 骸 の 後部 + 
り , 前 方 は 頭 郡 近く 区 互 る 骸 の 中 央 部 を 占め 多 敷 の 撃 丸 の 集 
園 より 成る 。 Vas dejerens は 後部 の 没 丸 内 ょ り 出 で 前 方 K 向 
つて 注 曲 し つい ヽ 走 り 生 殖 孔 区 至り 開く 。 開 孔 部 は 彫 形 を な し 
北周 園 愉 12 本 の spine が 輪状 区 並 京 
Pseudaxine Uagans mn. sp. 
本 唆 も カツ フラ Katsuwonus edgess の 本 に 寄生 する も の 
て Pseudazine katsuwonis と 同一 宿主 な る が , 雨 者 は 其 か に 
別種 な り 。 「 
形態 : 本 半 は 長 さ 約 6.0mm, 幅 約 1.5mm (最大 幅 》 前 方 
は 交 長 で 後方 は 洋 炊 幅 魔 く な り , cotylophore は 己 形 弓 畠 が 
- り , 骸 に 封 し て 斜 位 を 星 す る 。 髄 の 前 端 反 口 あ り , 此 柄 側 
1 固 の 吸 胡 を 有する 。 有 之 は 村 彫 形 で 長 衝 0.042 一 0.049mm, 短 
径 0.088 一 0.042mm あり , 堆 の 後 端 の cotylophore と 山 部 と 
の 間 に は 総 れ を 認め る 。 Cotylophore の 後 締 に は 1 烈 に 並ん 
だ 吸 毅 が 18 一 15 個 あ る 。 目 大 な る も の の 路 は 約 0.216rmm あ 
ーー る 。 之 区 は chitin 質 の framework が ある 。 Cotylophore の 
時 左端 は 贈 の 性 敵 と なり, 此 部 は 小節 形 の 突起 と な り , 之 到 大 
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Fig. 9. Pseudavine vagans; 小 2 詩 の hook を 有する 。 大 hook の 長 さ は 0Q.04 ら 一 0.046mm, 
dorsal view. 小 hook の 長 さ は 0.025 一 0.026mm ある 。 


消化 器 : 口 の 雨 側 に ある 吸 毅 の 中 間 後 廊 に 咽頭 が ある 。 構 園 形 を 呈し て 居り , 縦 径 約 
0.075mm, 横 簡 約 0.088mm あり 。 之 より 食道 連 る 。 食道 は 長 さ 約 0.166mm あり 。 之 は 雨 
腸 枝 擬 分 岐 す る 。 腸 は 樹 枝 汰 の 分 枝 を 卵黄 時 中 克 軸 し つつ 後方 向 つ て 走り , cotylophore 中 
近 入 りり 慣 端 方 向 曲 り 育 管区 終る 。 

生殖 閣 : 中 性 生殖 器 一 卵 葉 は 細長 , 呈 跡 形 を 呈し 購 の 中 央 部 に 位置 する 。 其 長き は 約 
1.079mm あり 。 回 江 よ り 出 を 卵 管 は genito-intestinal canal を 先 づ 合 し , 茨 区 卵 功 較 管 を 
合 し て 後 ootype と な り 。 此 外側 は 卵殻 腺 綱 胸 の 集 園 に 園 ま る 。Ootype は 子宮 と な り 前 方 
向 つ て 走り 生殖 孔 区 開く 。 生 丈 孔 は 食道 の 略 中 央 部 に 位 し , 其 形 は 彫 形 区 し て 直径 約 0.066mm 
あり, 共 周 圏 に 約 22 本 の spine が 輪状 尼 並 ぶ 。 子 宮内 に は 卵子 を 歳 す 。 卵子 は 少 敷 に し て 雨 
端 抵 名 ament を 有 す 。 卵子 の 長径 約 0.166mm, 短 冬 約 0.075mm あり 。 外 貢 は 骨 の 雨 側 
あり , 前 方 は 腸 分 岐 部 位 高 より , 後方 は cotylophore の 中 央 まで 達 す 。 骨 の 略 中 央 雅 湿 の 後 
部 に て 雨 側 より 現 席 較 管 来 り 合 し , 後方 に 向 つ て 走り 較 卵 管 底 注ぐ 。 前 方 の 卵 奄 較 管 は 生殖 
北 の 後方 に て 相 合 し , 再び 分 れ て 十 側 紙 至り 開口 し て 2 個 の 有 陵 を 形成 す 。 
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雄性 生殖 器 一 辿 丸 は 多 艇 の 小 遇 丸 の 集 園 より 成 り 石垣 汰 人 
排 例 し , 卵黄 の 後方 卵黄 和 集 の 中 間 部 に 位 す 。 回 丸 よ り 出 た 
vas deferens は 前 方 た 向 つて 走り , 和洋 曲 し つつ 生殖 北 來 り 
開 孔 する 。 

Gotocotyla sawara n. &., Nn. Sp. 

償 は サワ ラ Sawara niphonia の 触 に 寄生 する Microcotyla sp. 
と 一 見 酷似 する 2 種 の 吸 色 を 獲 た る が , 之 を 詳細 KK 概 索 せ 
る 同属 と は 同定 する を 得 ず , 牙 C Gotocotyla n.g. を 設 
$e 


Gotocotyla Nn. g. :— 


Generic diagnosis: Microcotylidae. Body elongated, sym- 
metrical. Anterior part slender and posterior end pointed. 
With a pair of suckers in the 


mouth cavity. The cotylophore, 


which is separated from _the 

Fig. 10. Terminal hooks body proper by lateral const- 
and framework 8 posterior rictions, bears a large number 
OR minute suckers. Genital 
aperture, armed with many spines, on the ventral median 
line. One or two pairs of chitinous hooks at the posterior 
end of the body. Type species: Gotocotyla 8S42 の 47 

形態 : 外形 は Mierocotyla 区 酷似 する も の に し て 細長 形 を 量 
し , 柄 の 前 方 及び 後方 は 幅 狭 く な る 。 先端 あり , 此 部 は 通 
常 局 生 人 し て , 日 の 雨 側 Ic 1 圭 の 吸盤 を 有する 。 叉 頸 部 の 背 側 , 
画 黄 集 の 前 端 部 に 吸 著 器 (Adhesive organ) あ り , 之 は 筋 質 よ り 
な り , 吸 毅 様 の 形態 を な す 。 其 径 は 約 0.266mm あり 。 強 前 の 前 
部 分 は 細長 に て , 後方 cotkylophore と の 間 は 総 れ を 認め , 
cotylophore は 多少 膨 隆 し て 居り 骸 幅 より も 廣 く な つて ゐる 。 
Cotylophore は 後方 に 至る K 従 ひ 滞 次 細く な り , 後 端 に は 節 形 の 
小 笑 起 が ある 。 之 1 将 の hook を 有する 。 Cotylophore の 雨 
側 ヒ は 各 約 70 個 の 後 吸 毅 を 並 例 する 。 之 は 何れ も framework を 
有する 。 其 大 さ は 長径 約 0.116mm, 短 簡 約 0.066mm あり 。 第 内 
の 醒 長 は 全部 を 通じ て 約 10 一 19mm, 骨 幅 は 最大 部 共 て 約 
0.75 一 0.85mm ある 。 前 吸 右 は 身 園 形 を 呈し , 共 長 径 は 約 0.116 
mm で , 短 径 は 約 0.05mm で ある , 尾 端 の hook の 長 さ は 約 


0.249mm ある 。 6R 1 
_- Fig. 11. Gotocotyla sawarG; 
消化 器 : 王 の 先端 の ロ は 前 は 選 往 し て 少 斗 汰 を な す 。 dorsal view. 
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其 内 民 品 明 毅 を 届 具 ふ 。 口 吸 胡 の 中 間 後 部 咽頭 が ある , 卵 員 形 を 呈し , 縦 宅 約 0.066mm, 
横 径 約 0.049mm あり 。 咽 頭 交 炊い で 食道 あり, 食道 の 長 さ は 約 0.8mm あり 。 茨 いで 雨 腸 
枝 に 分野 する 。 雨 腸 は 卵黄 巣 中 を 揚 技 鞭 の 分 枝 を 出し つい 後方 に 向 つ て 下り , cotylophore 中 
区 入り 青 管 区 経る 。 3 
生殖 器 : 睦 性 生殖 問 一 卵巣 は 骸 の 中 央 部 位 に あり , 骸 の 中 央 線 の 左側 所 あり , 殆ど 醒 の 
長 側 底 直線 其 に 二 重 尼 屈曲 し て 横 は る 。 卵巣 の 長 さ は 
約 2.49mm あり 。 卵巣 よ り 出 で たる 凌 卵 管 は 甚だ 大 型 
な る 受精 栓 よ り 出 で た る 管 を 合 す 。 受 精 栓 ば 材 彫 形 を 
呈し , 基 長 筆 は 約 0.49mm, 短 径 は 約 0.22mm あり 。 


NN 受精 王 に 次 いで genito-intestinal eanal を 合 し 更に 卵 
黄 輸 管 を 合 し , 面 し て 後に ootype と な る 。Ootype の 
周 主 に 卵殻 明 細胞 の 集 園 あり , 後 子宮 と な り 杉 の 前 方 
記 向 つて 走り 生 丈 北 克 開く 。 子宮 内 に は 因 子 を 認め る 。 
共 形 ば 燃 周 形 で 規 敵 IE 名 ament を 有する 。 卵子 の 大 さき 
は 長径 約 0216mm, 短 径 約 0049mm ある 。 卵黄 時 
は 内 の 才 側 あり , 前 方 は 騰 の 後 締 高 kk 達し 後方 は 
cotylophore の 前 方 至る 部 位 で , 腸管 の 外側 を 充 を た 


Fig. 12. Terminal hooks and す 。 削 の 中 央 部 に て 卵巣 の 後部 に 於 て 雨 句 資 昌 ょ り 測 
frarnewrork of pogterior sucker で た る 管 は 相 合 し て 較 k 卵 管区 注 ぐ 。 駐 前 方 卵黄 業 の 前 
of Goitocotyla sawara. 端 近く に て 順 側 よ り 出 で を たる 管 は 中 央 に て 相 合 し て 膝 


孔 に 至る 。 膝 孔 は 彫 形 で 陰 琶 論 の 後 端 接 し て 位 す る 。 其 衝 は 約 0.0 キ ー0.06mm あり 。 

礎 性 生 殊 器 一 時 丸 は 多 毅 の 小 撃 丸 よ り 成り 卵巣 の 後方 より cotylophore の 前 部 位 ま で 振 
が つて 位置 する 。 之 より 出る as deferens は 前 放 抵 向 つ て 走り 生殖 北 に 至 つて 開く 。 下部 
に 周 精 開 を 包含 する 除 式 栓 あり , 共 形 は 紡 衝 形 を 呈し 内 陰 華 を 包含 する 。 陰 墓 栓 は 長き 約 
0.663mm, 幅 約 0.166mm あり , 陰 王 は 極め て 多 迷 の spine を 有 し , 此 spine は 棒状 の 陰 攻 
の 周 園 区 並ん を で ゐる 。 陰 蓋 の 長 さ 約 (伸長 時 )0.266mm あり 。 

. Gotocotyla SD- 

前 輝 の Gotocotyle に 属す べき 吸 比 に し て な.sawarg と は 全く 異 る も る の を 獲 た る が , 材料 の 
不足 ょ り 之 が 詳細 を 記 先 する を 得 ざ る を 以 て , 閉 に は 単に 明瞭 な る 時 に 就 て の み 記 送 し , 
後日 充分 な る 材料 を 獲 た る 後 IC 詳 小 す る こと と と する 。 

本 吸引 も サワ ラ Sawara niphonie の 触 に 寄生 する も の に し て , 共 外 形 は Gotoeotyla sawarca 
記 相 似 た る 陸 あ る が , 髄 の 前 方 部 は 前 者 より も 細長 形 を 量 す る 。 

欄 の 長き は 約 9mm, 幅 は 約 0.9mm あり 。 

ロ に は 2 個 の H 吸 毅 が ある が , 之 は 稼 園 形 で 長径 約 0.048mm, 柄 径 約 0.028mm ある 。 喘 
頭 ほ は 雨 明 髪 の 中 間 後 方 に あり , 桂 園 形 で 共 長 径 は 約 0.044mm, 横 径 は 約 0.032mm ある 。 食 
人 道 は 長き さ 約 0.88mmm あ り 。 食道 の 中 央 部 区 生殖 孔 あ り , 共 径 は 約 0.048mm で , 此 内 区 約 12 
本 の spine が 輪 汰 に 並ん で ゐる 。 子 宮 は 生殖 北 と 開き , 子宮 内 区 卵子 を 認め る 。 卵子 は 称 園 
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形 で 雨 端 'C ament を 有 し , 卵子 の 長 衝 は 約 0.266m, 短 筆 は 約 0.099mm ある 。 
Ootylophore に ある 後 吸 磐 は 約 40 個 宛 8 例 iC 並ん で 居り , 其 大 な る も の ト 幅 は 約 0.06mm 
ある 。Cotylophore の 尾 端 大 小 2 圭 の hook を 有する 。 大 な る も の は 長き さ 約 0.056mm, 小 


な る も の は 長 さ 約 0.02mm ある 。 
生殖 器 の 卵巣, 典 丸 共 他 の 開 係 は 明瞭 に し 得 な が. 前 者 Gotocotyla sawara と は 陰 葉 の 形 


状 , 後 端 hook の 敷 が 明か に 異 る も の で ある 。 
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挿 園 略 字 解 
AO = adhesive organ Oe = esophagus V = vagina 
CS = cirrus sack OS = oral sucker VD= vas deferens 
GA= genital aperture PS = posterior sucker Vt= vitellarium 
H = hook RS = seminal receptacle YD= yolk duct 
+ = intestine T = testis 
O = ovary Ut = uterus 
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